アイスアルジーのリモートセンシング手法の開発 by 朝隈, 康司 et al.
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第20回リモートセンシングシンポジウム 於 2018年2月15日（木）千葉大学
I ④二：e門云五ご゚］；□a:'発
研究の背景
アイスアルジーについて
・アイスアルジーは極域から亜寒帯域にかけて存在する
氷海域の海氷中に棲息する微細藻類
•海氷の結氷時に嵩濃度塩分が抜けた跡であるブライン
チャンネルに入り込み氷中の有光層でl釘殖
•水中の植物プランクトンと比較して水中に拡散されない
ため、生物量はクロロフィル油農度で、 1桁から2桁多い
・フランクトンは0.1~10111g1:1程度、
・アイスアルジーは．30-380 mg L・1（サロマ湖）
研究の目的
•海氷コアの採取は更労働で、局所的な評価のみ
•最も濃度の高くなる融氷時には、氷が薄く脆くなるため、作業が危険になる 一 知見に乏しい
・広範囲かつ安全にアイスアルジ一のバイオマスを評価するリモートセンシングシステムが望まれる
図l．アイスアルジ一
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図2，アイスアルジ一の生育環境
これまでの海氷中のクロロフィルa蛍光観測結果
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図6.2015年3月I日にサロマ湖で採取された海氷．
海氷上端から励起光を照射して、蛍光を観測
(11.7 counts s・'} 
ここまでで解ったこと
・実海氷上から励起光を照射すれば、蛍光は親測可能
•海氷の透過率は、結氷時温度で算出可能
Blue I四cr(405nm) 
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図4 疑似海氷中のクロロフィルaによる蛍光
a)励起光照射前．b）照射後．
海氷の透過・散乱特性
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図7.405 nmでの疑似海氷(-IO°C) 
の透過光強度
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実測に向けたプラットフォームの検討
・薄氷時用に飛行ドローンを利用：DJI I≫ltlIl(91l4 
・励起側光源：405nm. 200 1 W. TTL変調レーザー
・蛍光受光側： I’hunl(Im搭載カメラ
ISO 3200. 30 f.ps (max 120 Jj,s). FOY 94 d咤•「2.8.20 mm.その他不明
• 3 J-zで励起光オン／オフ(tor/Oash)
~-- ---,,- 
図I0. Phamom 4に装資した励起光レーザー
・疑似海氷の代わりにフロストガラス ro(k=0.26)を用いてクロロフィルaの測定
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図Iフロストガラスの透過特性．
-1,5じrnで透過率85% (405 nm). 64 % (680 nm) 
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図8．疑似海氷と実海氷の透過率
実海氷は、氷厚40cmでおよそ3％の
透過率(Satoh,Yamag,uclti, el.al., 1989). 
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図5．氷厚ごとのクロロフィルa濃度と
堂光強度
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図9．結氷温度と透過率の関係．左）405nm．右）680111.
., 
回12.l'huntom 4で撮影したクロロフィルa(25mgし1)の蛍光イメージ，
左）ISU20U.l'GI枚（％）．中）ISO200．フロストガラス3枚（％）．右）ISO1600 
フロストガラス5枚(%)（イメージのため斜めからレーザー照射）
まとめ
・ドローン搭載カメラでも蛍光観測は可能
・結氷時の温度と観測された蛍光値からクロロフィルa濃度は観測できる可能性は大
・ドローンから氷厚を算出できないか？
図13．フロストガラス透過後のクロロフィルa濃度と
ph血 om搭載カメラで撮影した蛍光値の関係
